
令和７年（2025）２月10日秩父市議会だより （2）

一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
４
回
）

問　
人
事
委
員
会
勧
告
に
よ
る
一

般
職
職
員
等
の
給
与
改
定
に
つ
い

て
、
６
年
度
歳
入
に
占
め
る
人
件

費
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
自
主
財
源
に
占
め

る
人
件
費
の
割
合
は
。

答　
一
般
会
計
の
歳
入
に
対
す
る

人
件
費
の
割
合
は
、
16
・
47
％
に

な
る
。
ま
た
、
自
主
財
源
に
対
す

る
人
件
費
の
割
合
は
、
財
政
公
表

で
自
主
財
源
は
約
１
４
０
億
円
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
算

出
す
る
と
38
・
０
９
９
％
と
な
る
。

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

趣
旨　
２
年
度
に
策
定
し
た
吉
田

地
域
の
５
つ
の
辺
地
に
係
る
総
合

整
備
計
画
の
期
間
が
満
了
す
る
た

め
、
７
年
度
か
ら
の
新
た
な
５
か

年
計
画
を
策
定
す
る
。

問　
こ
れ
ま
で
の
辺
地
に
係
る
総

合
整
備
計
画
に
お
い
て
、
整
備
計

画
に
対
す
る
進
捗
は
。
ま
た
、
財

政
運
営
上
で
有
利
と
な
る
辺
地
対

策
事
業
債
の
活
用
状
況
は
。

答　
各
辺
地
の
進
捗
率
は
、
室
久

保
・
白
岩
辺
地
43
％
、
明
ヶ
平
・

小
川
辺
地
12
％
、
女
形
辺
地
39
％
、

沢
戸
・
半
納
・
太
田
部
辺
地
39
％

で
あ
る
。
漆
木
・
中
郷
辺
地
に
つ

い
て
は
事
業
は
実
施
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
辺
地
対
策
事
業
債
の
活
用

状
況
に
つ
い
て
は
、
２
年
度
か
ら

6
年
度
末
ま
で
の
計
画
に
お
い
て
、

森
林
管
理
道
、
市
道
の
舗
装
、
改

良
事
業
に
対
し
て
総
額
１
億
８
０

０
万
円
を
起
債
す
る
見
込
み
で
あ

る
。

問　
計
画
策
定
に
、
各
地
域
の
住

民
の
要
望
は
ど
の
く
ら
い
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答　
毎
年
９
月
に
町
会
の
要
望
を

定
期
的
に
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
要
望
の
状
況
を
数
年
間

み
て
、
計
画
に
反
映
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

�

（
花
の
木
交
流
セ
ン
タ
ー
）

問　
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
期

間
に
つ
い
て
、
過
去
の
議
案
質
疑

で
指
定
管
理
期
間
は
5
年
に
な
る

べ
く
合
わ
せ
る
方
針
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
今
回
、
花
の
木
交
流

セ
ン
タ
ー
の
期
間
が
7
年
と
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

答　
指
定
す
る
期
間
の
規
定
は
な

く
、
平
成
18
年
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
た
際
は
、
国
の
指
導

等
も
あ
り
３
年
間
と
し
た
。
平
成

27
年
か
ら
は
、
人
材
確
保
の
観
点

や
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
・
継
続
的
に
提
供
で
き
る

も
の
と
考
え
、
５
年
間
と
し
た
経

緯
が
あ
る
が
、
今
回
の
指
定
管
理

期
間
は
、
各
施
設
の
実
施
業
務
や

施
設
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
個

別
に
検
討
し
た
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
基
準
は
５
年
と
考
え

る
が
、
そ
れ
に
拘
る
こ
と
な
く
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
を
踏
ま
え
、
検
討

し
決
定
し
て
い
き
た
い
。

指
定
管
理
者
の
指
定

�

（
浦
山
歴
史
民
俗
資
料
館
）

問　
指
定
管
理
期
間
が
１
年
間
で

あ
り
、
７
年
度
中
に
８
年
度
以
降

の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
検
討
す
る
の
か
。

答　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
の

施
設
を
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
民
間
業

者
等
に
管
理
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
あ
り
、
収
益
の
増
加
に
よ
る
経

費
削
減
や
、
複
数
施
設
の
合
理
的

な
管
理
運
営
を
目
的
と
し
て
導
入

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
浦
山
歴

史
民
俗
資
料
館
は
、
入
館
料
無
料

の
施
設
で
あ
り
、
企
業
努
力
に
よ

る
増
収
が
見
込
め
な
い
こ
と
や
、

他
の
施
設
と
の
一
括
指
定
管
理
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
管
理

運
営
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

�（
影
森
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

問　
指
定
管
理
者
が
新
た
に
社
会

福
祉
法
人
秩
父
社
会
福
祉
事
業
団

と
な
る
理
由
は
。

答　
現
在
の
指
定
管
理
者
か
ら
、

利
用
者
減
少
に
よ
り
、
事
業
の
継

続
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
。

問　
影
森
地
区
は
民
間
の
施
設
も

３
施
設
あ
る
こ
と
か
ら
、
影
森
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
存
続
さ

せ
る
必
要
は
。

答　
現
在
、
影
森
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
１
日
平
均
14
人
が
利

用
し
て
お
り
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ

ス
低
下
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
で
も
、

引
き
続
き
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
の
指
定

�

（
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

問　
指
定
期
間
が
３
年
間
と
な
っ

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　
個
別
施
設
計
画
の
中
で
、
勤

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
10
年
度
ま

で
の
間
に
建
物
を
廃
止
、
そ
し
て

機
能
を
移
転
す
る
方
針
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
期
間

も
３
年
に
短
縮
し
た
。

12月定例会（11月20日から12月13日まで開催）では、市長提出議案31件のほか、9月定例会で継
続審査となった決算の認定10件を審議しました。
質疑・討論の主な内容は下記のとおりです。議案の結果については、4ページをご覧ください。

12月定例会の議案質疑等の内容

12月定例会本会議　の様子（本庁舎４階）
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国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

趣
旨　
第
３
期
埼
玉
県
国
民
健
康

保
険
運
営
方
針
に
基
づ
き
、
段
階

的
に
税
率
等
の
見
直
し
を
行
う
。

問　
条
例
改
正
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
税
の
徴
収
額
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴

い
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
は
ど

の
程
度
抑
制
さ
れ
る
の
か
。

答　
改
正
に
よ
り
、
新
税
率
で
算

定
す
る
調
定
見
込
額
は
約
９
億
８

９
０
０
万
円
、
改
正
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
と
比
較
す
る
と
調
定

額
は
約
６
千
万
円
増
額
す
る
見
込

み
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
の

抑
制
に
つ
い
て
は
、
調
定
増
額
分

の
６
千
万
円
と
低
所
得
者
軽
減
分

と
し
て
国
・
県
か
ら
歳
入
と
な
る

保
険
基
盤
安
定
負
担
金
に
つ
い
て

２
千
万
円
増
額
す
る
と
見
込
ん
で

お
り
、
合
わ
せ
て
約
８
千
万
円
、

率
に
し
て
17
・
８
％
抑
制
さ
れ
る

見
込
み
。

問　
保
険
料
の
具
体
的
な
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
は
。

答　
１
人
世
帯
、
60
歳
、
給
与
収

入
約
１
５
５
万
円
、
資
産
が
な
い

方
の
場
合
、
現
行
税
率
で
は
年
税

額
10
万
４
３
０
０
円
だ
が
、
改
正

案
で
は
11
万
２
３
０
０
円
と
な
り
、

８
千
円
の
増
額
に
な
る
。
夫
婦
２

人
世
帯
、
世
帯
主
63
歳
、
給
与
収

入
約
２
９
８
万
円
、
妻
63
歳
、
収

入
な
し
、
資
産
な
し
の
場
合
、
年

税
額
24
万
１
８
０
０
円
が
、
改
正

案
で
は
26
万
４
０
０
円
と
な
り
、

１
万
８
６
０
０
円
の
増
額
に
な
る
。

４
人
世
帯
、
世
帯
主
45
歳
、
給
与

収
入
約
４
３
０
万
円
、
妻
45
歳
、

収
入
な
し
、
６
歳
以
上
の
子
ど
も

が
２
人
、
資
産
な
し
の
場
合
、
年

税
額
39
万
６
３
０
０
円
が
、
改
正

案
で
は
42
万
８
８
０
０
円
と
な
り
、

３
万
２
５
０
０
円
の
増
額
に
な
る

見
込
み
。

討討  

論論反　
対

反　
対

　
実
質
賃
金
の
低
下
や
物
価
高
騰
、

所
得
の
地
域
格
差
の
中
で
、
人
々

の
暮
ら
し
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の

厳
し
い
状
態
に
あ
る
。
今
、
保
険

税
の
大
幅
増
に
よ
る
市
民
負
担
を

強
い
る
べ
き
時
で
は
な
い
。
法
定

外
繰
り
入
れ
等
の
手
法
を
駆
使
し
、

保
険
税
を
可
能
な
限
り
低
く
抑
え

る
べ
き
で
あ
り
、「
定
率
国
庫
負

担
の
引
き
上
げ
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

財
政
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。」
と

提
言
し
た
全
国
知
事
会
と
足
並
み

を
そ
ろ
え
て
、
国
に
対
し
国
庫
負

担
引
き
上
げ
を
強
く
求
め
る
べ
き

だ
と
考
え
、
反
対
す
る
。

保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

趣
旨　
日
野
田
保
育
所
と
影
森
保

育
所
の
統
合
に
伴
い
、
影
森
保
育

所
の
項
目
を
削
除
し
、
永
田
保
育

所
と
日
野
田
保
育
所
の
定
員
を
改

め
る
。

問　
各
保
育
所
の
定
員
数
の
算
出

根
拠
は
。

答　
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
保
育

施
設
へ
の
入
所
児
童
数
が
年
々
減

少
し
、
民
間
保
育
施
設
の
運
営
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

保
育
の
受
け
皿
と
し
て
の
市
営
保

育
施
設
の
入
所
人
員
を
民
間
保
育

施
設
へ
移
行
す
る
こ
と
を
考
慮
し

た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
各
公
立

保
育
所
の
定
員
の
設
定
に
あ
た
っ

て
は
、
市
内
の
各
民
間
保
育
施
設

に
実
施
し
た
定
員
変
更
の
意
向
調

査
結
果
を
算
出
根
拠
と
し
て
お
り
、

各
市
営
保
育
施
設
の
定
員
は
、
年

齢
ご
と
の
受
入
人
数
を
積
み
上
げ

た
数
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
５
回
）

問　
シ
ニ
ア
世
代
ス
マ
ホ
購
入
応

援
補
助
金
の
推
移
と
今
後
の
見
通

し
は
。

答　
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
、

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

読
み
取
り
機
能
が
な
い
も
の
か
ら

読
み
取
り
機
能
が
あ
る
ス
マ
ホ
を

購
入
し
た
60
歳
以
上
の
市
民
に
３

万
円
を
補
助
す
る
も
の
。
実
績
は
、

５
年
度
３
４
２
件
８
７
４
万
９
千

円
、
６
年
度
10
月
末
時
点
で
１
４

１
件
３
４
７
万
８
千
円
。
４
年
11

月
か
ら
３
年
程
度
の
期
間
と
考
え

て
い
た
た
め
、
７
年
度
は
半
年
分

の
予
算
を
計
上
予
定
。

問　
市
営
住
宅
管
理
事
業
２
５
０

万
円
の
内
容
と
入
居
状
況
は
。

答　
給
排
水
、
ガ
ス
給
湯
器
や
壁

等
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
を
行
う

も
の
で
、
入
居
の
際
に
修
繕
が
必

要
な
も
の
に
対
し
て
の
予
算
確
保
。

管
理
戸
数
は
約
６
９
０
戸
、
う
ち

入
居
は
４
５
４
戸
、
入
居
率
約

65
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　
全
国
植
樹
祭
記
念
事
業
、
笠

鉾
・
屋
台
特
別
展
示
負
担
金
の
内

容
は
。

答　
第
75
回
全
国
植
樹
祭
開
催
に

際
し
、
秩
父
祭
の
笠
鉾
・
屋
台
を

秩
父
神
社
に
、
川
瀬
祭
の
笠
鉾
・

屋
台
を
中
町
大
通
り
お
よ
び
西
武

秩
父
駅
前
に
飾
り
置
き
す
る
計
画

で
、
川
瀬
祭
の
笠
鉾
を
所
有
す
る

４
町
会
に
対
し
、
６
年
度
中
に
準

備
を
必
要
と
す
る
笠
鉾
の
花
笠
作

成
の
た
め
の
経
費
を
１
町
会
あ
た

り
70
万
円
、
計
２
８
０
万
円
を
計

上
し
た
。

問　
植
樹
祭
関
連
事
業
、
開
催
地

周
辺
道
路
整
備
工
事
１
億
円
の
改

修
場
所
と
内
容
は
。

答　
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
西
口
と
国

道
２
９
９
号
を
結
ぶ
田
村
地
内
の

市
道
尾
田
蒔
２
０
６
号
線
、
約
１

３
０
０
ｍ
の
舗
装
の
打
ち
換
え
を

予
定
し
て
い
る
。
来
賓
が
、
西
関

東
連
絡
道
路
皆
野
秩
父
バ
イ
パ
ス

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
利
用
す
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
植
樹
祭
の
た

め
に
施
行
す
る
も
の
で
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
は
な
い
。

問　
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
に
お
越
し
に
な
る
経
路

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　
警
備
安
全
管
理
の
観
点
か
ら
、

経
路
に
つ
い
て
は
開
催
１
か
月
前

く
ら
い
ま
で
公
表
さ
れ
な
い
と
聞

い
て
い
る
。

問　
後
付
け
安
全
運
転
支
援
装
置

設
置
費
補
助
金
50
万
円
の
内
容
は
。

答　
高
齢
者
が
運
転
す
る
自
動
車

の
急
発
進
に
起
因
す
る
交
通
事
故

の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
65
歳

以
上
で
自
ら
使
用
す
る
自
動
車
に

踏
み
間
違
い
防
止
急
発
進
抑
制
装

置
を
設
置
し
た
際
、
設
置
費
用
の

２
分
の
１
、
上
限
２
万
５
千
円
を

補
助
す
る
。
補
助
金
額
は
、
近
県

自
治
体
を
参
考
に
し
た
。
群
馬
県

で
１
市
７
町
１
村
で
実
施
し
て
お

り
、
県
内
で
は
狭
山
市
の
み
。

12月定例会本会議　の様子（本庁舎４階）



令和７年（2025）２月10日秩父市議会だより （4）

５
年
度
決
算
に
対
す
る
討
論

一
般
会
計
決
算

反　
対

反　
対

　
保
育
・
福
祉
・
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
支
援
の
窓
口
な
ど
に
、
多
く
の

会
計
年
度
任
用
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
専
門
知
識
と
経
験
に
よ
っ
て
住
民

の
生
活
や
命
を
守
る
公
共
の
業
務
が
、

雇
用
の
不
安
定
な
会
計
年
度
任
用
職
員

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
身

分
の
安
定
と
待
遇
改
善
は
住
民
が
良
質

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
上
で
も
必

要
不
可
欠
な
保
障
で
あ
る
。
雇
い
止
め

の
根
拠
の
「
３
年
目
公
募
」（
２
回
ま

で
は
更
新
が
可
能
で
３
年
目
の
終
わ
り

に
は
公
募
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
）
の

撤
廃
を
す
べ
き
と
考
え
反
対
す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

反　
対

反　
対

　
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

て
き
た
。
さ
ら
に
改
悪
が
行
わ
れ
れ
ば

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
高
齢

者
が
出
る
。
ま
た
、
介
護
報
酬
の
引
き

下
げ
で
職
員
が
離
職
し
、
人
材
不
足
で

介
護
施
設
も
や
り
繰
り
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
介
護
人
材
不
足
の
解
消
、
待

遇
改
善
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
地
方

自
治
体
か
ら
国
や
県
に
対
策
を
求
め
る

意
見
を
あ
げ
る
べ
き
と
考
え
反
対
す
る
。

会派ごとの賛否
市
民
６
人

ま
ほ
５
人

新
政
２
人

公
明
２
人

無会派

議案の件名 議決結果 出
浦
金
崎
黒
澤

5
年
度
決
算

一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × × ○

国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

戸別合併処理浄化槽事業特別会計歳入歳出決算
の認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公設地方卸売市場特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立病院事業会計決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

下水道事業会計利益の処分及び決算の認定 原案可決
および認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条
例

一般職職員の給与に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立保育所条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

子どものための教育・保育給付に係る利用者負
担額等を定める条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険税条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × ○

人
事
案
件

人権擁護委員候補者（中井正美氏）の推薦 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者（小池史夫氏）の推薦 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派ごとの賛否
市
民
６
人

ま
ほ
５
人

新
政
２
人

公
明
２
人

無会派

議案の件名 議決結果 出
浦
金
崎
黒
澤

そ
の
他

辺地に係る総合整備計画を定めることについて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定（花の木交流センター） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定（温水プール及び文化体育センター）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定（影森デイサービスセンター、
高篠デイサービスセンター、上吉田デイサービ
スセンター、養護老人ホーム長寿荘、特別養護
老人ホーム偕楽苑及び上吉田高齢者生活支援ハ
ウス吉祥苑）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定（勤労者福祉センター） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定（ちちぶ銘仙館） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定（地場産業センター） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定（吉田龍勢会館、吉田元気村、
吉田山逢の里、城峯山ふれあいの森及び秩父事
件資料館）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定（大滝郷路館、大滝特産品販
売センター、大滝温泉遊湯館及び秩父滝沢サイ
クルパーク）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定（大滝こまどり荘） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定（浦山歴史民俗資料館） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

先
決

処
分 一般会計補正予算（第３回） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

一般会計補正予算（第４回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計補正予算（第２回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計補正予算（第２回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立病院事業会計補正予算（第２回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

下水道事業会計補正予算（第２回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算（第５回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立病院事業会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

下水道事業会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月定例会で審議した議案の結果

○：賛成　×：反対

市民：市民クラブ　　まほ：まほろば　　新政：新政ちちぶ　　公明：公明党
無会派：会派に属さない議員　※議長は人数に含まれていない。


